安全計画【十七夜山しぶかわほいくえん】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年度
◎安全点検
（１）施設・設備・園外環境（散歩コースや緊急避難先等）の安全点検　　　
	月
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月

	重点点検箇所
	・防火設備（排煙窓の動作確認、消火器）
・避難経路
・緊急連絡先
	・遊具
・散歩コース（川沿いの安全、散歩コース内の固定遊具を含む）
	・エアコン、扇風機
・プール設置後の様　子（組み立て式）
・ミストの動作確認
	・園庭とその周辺
（門扉、フェンス、固定遊具、排水路等）
・換気口清掃（業者）
	・園庭
・園舎全体（水道、トイレ、建付け、高所等）
	・台風対策
（備蓄の確認等）
・排水路
・屋上

	月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	重点点検箇所
	・エアコン（各保育室・玄関・事務室・給食事務室）
	・水まわり（冬季に向けた点検）
	・備品（不足・破損）
・冬用遊具
	・散歩コース（凍結や水溜まり）
	・園庭（凍結や水溜まり）
・畑の状態（園内・園外）
	・新年度に向けて園庭全体、園舎全体


（２）マニュアルの策定・共有
	分野
	策定時期
	見直し（再点検）予定時期
	掲示・管理場所

	重大事故マニュアル
	平成30年４月１日
	令和3年11月29日
	　管理：事務室

	　□午睡
	平成30年４月１日
	令和4年3月20日
	　管理：事務室

	　□食事・食物アレルギー
	平成30年４月１日
	令和5年5月23日
	　管理：事務室

	　□プール・水遊び
	平成30年４月１日
	令和3年7月31日
	　管理：事務室

	　□園外活動・散歩
	平成30年４月１日
	令和5年7月31日
	　管理：事務室

	　□感染症
	平成30年４月１日
	令和3年10月31日
	新型コロナ感染拡大による変更　管理：事務室

	　□洪水時の避難確保計画
	令和元年5月１日
	令和4年9月30日
	重要事項説明書に明記し配布　管理：事務室

	危機管理マニュアル
	平成30年4月1日
	令和3年8月11日
	重要事項説明書に明記し配布　管理：事務室

	苦情解決マニュアル
	平成30年4月1日
	令和3年6月1日
	掲示：玄関ホール　管理：事務室

	救急対応時マニュアル
	平成30年4月1日
	令和5年11月30日
	　管理：事務室

	不審者対応時マニュアル
	平成30年4月1日
	令和3年11月29日
	管理：事務室


◎児童・保護者に対する安全指導等
（１）児童への安全指導（保育所の生活における安全、災害や事故発生時の対応、交通安全等）
	
	４～６月
	７～９月
	10～12月
	１～３月

	乳児・１歳以上３歳未満児
	・遊具遊びや散歩時の事故防止
	・熱中症対策
・ミスト（1F,2F）と日除けの動作確認
・外部からの目隠し
	・交通安全教室
（道路の歩き方など）
	・寒い園庭での遊び中の事故防止


	３歳以上児
	・遊具遊びや散歩時の事故防止
	・熱中症対策
・プール遊び時の事故防止
	・交通安全教室
（道路の歩き方、信号の見方、雨の日の歩き方など）
	・寒い日園庭を駆け回ることによる事故防止




（２）保護者への説明・共有
	４～６月
	７～９月
	10～12月
	１～３月

	・園だより（クラスだより）を活用し、取組内容の周知を図る。
	・ホームページに掲載し周知を図る
・園だより（クラスだより）を活用し、取組内容の周知を図る。
	・ホームページに掲載し周知を図る
・園だより（クラスだより）を活用し、取組内容の周知を図る。
	・ホームページに掲載し周知を図る
・園だより（クラスだより）を活用し、取組内容の周知を図る。
・入園時の説明会で取組内容の周知を図る。





◎訓練・研修
（１）訓練のテーマ・取組
	月
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月

	避難
訓練等
※１
	・避難訓練
（災害想定）
訓練の意味を知る　ベルは鳴らさない
引き渡し訓練　
一斉メール配信

	・避難訓練
非常ベルを鳴らし音に慣れる
地震発生時の避難方法を担任間で確認
避難テントの組み立て実践
	・避難訓練
（軽度の地震想定）
4・5月に実施した訓練を思い出し避難行動をとる

	・避難訓練
（中程度の地震から火災発生想定）火災時の避難行動を学ぶ
約束を守って担任と一緒に実際に避難してみる
ﾌﾟｰﾙあそび中に地震が起きた場合の避難方法を知る

	・避難訓練
（給食室より出火想定）火災時の約束を守って担任と一緒に実際に避難する。
園から遠ざかる必要があるため、実際に降園に避難する。
	・避難訓練（防災の日）
午前：地震による津波
午後：電話伝達訓練
放送や担任の話をよく聞いてから、素早く屋上へ避難できるようにする
電話による伝達訓練は、伝達先の記載漏れや変更の有無を確認する

	その他
※２
	・緊急伝達対応
・給食室：消火訓練
	・給食室：消火訓練
	・感染対策（幼児：手洗い指導）
・給食室：消火訓練
	・救急対応（心肺蘇生法、ＡＥＤの使用等）
・給食室：消火訓練
	・給食室：消火訓練

	・給食室：消火訓練

	月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	避難
訓練等
※１
	・避難訓練
（地震による津波の発生想定）地震後5分で津波が到達　
命を護る方法を知り実践する。
屋上への全員避難を実施
	・避難訓練
（社会福祉施設防災の日）
中部地域危機管理局職員による起震車体験
地域住人の参加を募る予定

	・避難訓練
（火災想定）防災指導
　年末・年始の過ごし方についての話を聞き、火遊びの危険性などを知る。
	・避難訓練
不審者に侵入する隙を与えない園の在り方を話し合い徹底する不審者対応で園庭へ避難　放送と担任の話をよく聞いてから、すばやく避難できるように練習する。
	・避難訓練
揺れを体感できるマットによる防災指導
マットを専門指導員に持参してもらい体験する
体験から得た情報にから今後の訓練の見直しを行う
	・避難訓練
年度末の締めくくりとして非常ベルを鳴らし避難行動をとる。その後反省会を行ない次年度の訓練計画に反映する。

	その他
※２
	・119番通報対応
・給食室：消火訓練
	・不審者（外部侵入者）対応
・給食室：消火訓練

	・給食室：消火訓練
	・給食室：消火訓練
	・給食室：消火訓練
	・給食室：消火訓練


※１「避難訓練等」・・・設備運営基準第６条第２項の規定に基づき毎月１回以上実施する避難及び消火に対する訓練
※２「その他」・・・「避難訓練等」以外の119番通報、救急対応（心肺蘇生法、気道内異物除去。ＡＥＤ・エピペン®の使用等）、不審者対応、鍵のかかる物置の見落とし防止等


（２）訓練の参加予定者（全員参加を除く。）
	訓練内容
	参加予定者

	消火訓練
	給食室スタッフ全員で毎月１回消火器の点検と消火訓練

	不審者（外部侵入者）対応
	園長、主任保育士、看護師、０～２歳児担任ほか

	119番通報対応
	園長、主任保育士、看護師、事務員、３～５歳児担任ほか









　当園は開園8年目を迎えた。次の５年・１０年の保育内容を検討するために、今年度もできるだけ多くの職員による園外研修参加を推進し、他園がどのような活動をしているのかの情報収集し活用したい。得た情報をもとに取り入れたいものは年度途中にも取り組めるように検討する。長期的視野に立ち進めたいものが見つかった場合は、職員会議で内容を詰め次年度からの計画に盛り込んでいく。ベテラン保育士4名が「防災対策」「心のヒヤリハット」「食育」「遊び」をテーマに活動を始めた。


（３）職員への研修・講習（園内実施・外部実施を明記）
	４～６月
	７～９月
	10～12月
	１～３月

	・【園内】嘔吐時の対応に関する研修
（入職3年目スタッフによる指導）
・【園内】手洗い指導（ブラックライトを用いた洗浄実験）
・【外部】青年部会全体集会研修会
「子どもの権利条約について」
・【外部】第1回職員研修会「減災教育：子どもも保育者も守る減災教育　静岡の保育者が今知るべきこと」
・【外部】常葉大学と園との意見交換会
	・【外部】第１回リーダーセミナー
・【外部】心肺蘇生法に係る研修（新人）
・【外部】東海こども文化セミナー㏌駿河
・【外部】ふじの国防災士養成講座
・【外部】保育特別講座「ケロポンズと一緒に歌って遊ぼう！」
・【園内】防災部会　食育　遊び
　　　　リーダー会　園庭の再構築
　　　　心のヒヤリハット
	・【園内】講師選定中
・【外部】選定中
	・【園内】保育園における感染対策と保護者対応
・




（４）行政等が実施する訓練・講習スケジュール　　※所属する自治体・関係団体等が実施する各種訓練・講習スケジュールについて参加目途にかかわらずメモする
	・令和7年7月：対面研修（キャリアアップ研修）「幼児教育」「障害児保育」受講
・令和7年9月：対面研修（キャリアアップ研修）「保護者支援・子育て支援」「乳児保育」受講
・令和7年10月：対面研修（キャリアアップ研修）「食育・アレルギー対応」「保健衛生・安全対策」受講
・令和7年12月：対面研修（キャリアアップ研修）「マネジメント」受講
・令和7年11月～：ZOOM研修（キャリアアップ研修）マネジメント以外を複数名受講







◎再発防止策の徹底（ヒヤリ・ハット事例の収集・分析及び対策とその共有の方法等）
※本年度よりベテランスタッフによる「心のヒヤリ・ハット」事例の掘り起こし、分析、対策、共有化を実践
	・ヒヤリ・ハット事例の園内研修（毎月）
・人数の点呼確認の実地訓練



◎その他の安全確保に向けた取組（地域住民や地域の関係者と連携した取組、登降園管理システムを活用した安全管理等）
	・今年度夏ころを目途に登降園システムを導入予定
・地域の住民の避難所として屋上を提供しているので、地域を巻き込んだ訓練の実施（１１月起震車：地域住民参加を予定）
・登降園時に駐車場の提供を受けているドコモショップへの訪問（クリスマスプレゼント・４歳児）　緊急時避難及び待機の応援依頼
・近隣の高齢者施設への訪問（腹話術招待、高齢者との交流紹介、秋祭り招待、卒園祝い飾り受け取り・５歳児）　緊急時相互に避難支援
・行事の際、大型バスの駐車場借用しているセブンイレブン渋川店　緊急時避難及び待機の応援依頼
・年度内に2～3日は発生している大雨警報発令時の園児の引き渡し経験を活かし、大災害時、園児と保護者の安全を図った引渡し実践
・4月　一斉メール配信テスト　通常のお迎え時間を利用した引き渡し訓練の実施







